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記者発表資料

第４回小・中学生「私たちの川」壁新聞コンテストを

実施します （現在作品を募集しています ）。 。

川への関心国土交通省九州地方整備局では、私たちの住む流域を流れる

や再発見、親しみのある川づくりを目的 九州地方整備局独自の取りとした、

として、毎年 を実施しており、組み 、「私たちの川」壁新聞コンテスト

今年度も第４回目のコンテストを実施します。

「川」に関する取り組みは、小・中学校の総合学習等のテーマとしても

子供たちの自主性、協調性を育てる最適なテーマという声も先生からいた

だいています。

昨年の第３回コンテストは、九州全域から過去最高の応募作品（小学校

３５１作品、中学校２７作品）がありました。また、応募作品については

厳正な審査を行い、最優秀作品等の受賞作品を決定して、表彰を行ってお

大変好評を博しています。

多くの子この「私たちの川」壁新聞コンテストへの取り組みを通じて、

供達にもっと「川」と親しみ 「川」について考え 「川」を通じて地域の、 、

環境等を知り 「川」を大切にする気持ちを持って頂きたいと考えています。、

問い合わせ先

国土交通省延岡河川国道事務所

技術副所長 高尾 秀敏

河川管理課長 小倉 宗吉

ＴＥＬ（０９８２）３１－１１５５



■壁新聞コンテストの実施概要

●目 的
子供たちへの川に対する関心や川の再発見、親しみのある川づくりを目的
とした河川愛護の取り組み。
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とした河川愛護の取り組み。

●対象者
小学校４・５・６年生および中学生を対象。

●テーマ

自由（但し、川に関する内容）
九州各県の全ての小・中学校に作品募集の
案内を行っております。
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●応募締切

平成１７年９月２０日（火）当日消印有効

●応募締切

平成１７年９月２０日（火）当日消印有効

壁新聞作成のための現地調査→

●表 彰
専門家等からなる審査員による選考会で、厳正なる審査を行った上で各賞

を決定します。

①最優秀賞：小・中学生の各１グループ
②優秀賞：小・中学生の数グループ
③入 賞：小・中学生の数グループ
④学校賞：小・中学校の各１校
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第３回コンテスト最優秀作品（小学生の部）
（佐賀県厳木町立厳木小学校広川分校）

●表彰式および発表会
各賞の受賞者に対する表彰式と受賞者による受賞作品の発表会を併せて

開催します。〔無料・参加自由〕
①表彰式および発表会開催日：平成１７年１１月下旬の休日を予定。
②開催場所：福岡市内（昨年度は、西鉄ソラリアホール）
※詳細については、改めてお知らせします。
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●主催・後援
◇主催 国土交通省九州地方整備局／社団法人 九州建設弘済会
◇後援 福岡県教育委員会、佐賀県教育委員会、長崎県教育委員会

熊本県教育委員会、大分県教育委員会、宮崎県教育委員会
鹿児島県教育委員会、福岡市教育委員会、北九州市教育委員会
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■昨年度の表彰式・発表会の状況

小学生による発表状況 壁新聞展示状況

　　　学校賞受賞校の先生による発表状況    表  彰　 式

   ●過去３ヶ年の壁新聞取り組み参加校数、応募作品及び取り組み人数

年度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６
参加数

小学校数 55 48 67

応募作品数 207 173 351

中学校数 17 16 15

応募作品数 77 48 27

小中学校取組人数合計 約１３００名 約１０００名 約１７００名






